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麻布大学では、教育研究活動その他大学の諸活動を恒常的に自己点検・評価し、その結果

を検証して改善に結び付けることにより、教育の質保証を行う観点から、各教員が

『ティーチング・ポートフォリオ』を作成しています。ティーチング・ポートフォリオの

構成及び更新サイクルは以下のとおりです。

　　１．教育の責任・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３年

　　２．教育の理念・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３年

　　３．教育の方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３年

　　４．教育の方法の改善・向上を図る取組・・・・・・・・・・・・・毎年

　　５．学生の授業評価アンケート結果に基づく改善・向上の取組・・・毎年

　　６．学生の学修成果向上を図る取組・・・・・・・・・・・・・・・毎年

　　７．指導力向上のための取組・・・・・・・・・・・・・・・・・・３年

　　８．今後の目標・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３年

獣医保健看護学科



１．教育の責任 対象期間： 更新年月：

単位種別 配当年次

必修 3

自由 2

選択 3

選択 3

選択 4

必修 3

必修 3

必修 1

必修 1

必修 1

必修 1

必修 1

必修 1

必修 1

必修 1

２．教育の理念 対象期間： 更新年月：

１）LSM(Azamoodle,學理)を利用した出欠管理/レポート課題/小テストを実施した。

２）人体解剖アプリやバーチャルスライドシステムを積極的に活用して教育 DX を推進し

た。

３）社会で役立つ能力を伸ばす教育を提供することが教員の責任と捉えている。学生が自主

性を持ち、興味・知的好奇心に沿って、積極的に「生命科学」の理解を深められるような授

業を心掛けた。

77

科目名 学科・専攻

動物応用科学科

食品生命科学科

動物応用科学科

77

獣医保健看護学科

獣医保健看護学科

動物形態機能学Ⅱ（解剖学・組織学Ⅱ）

動物形態機能学Ⅲ（生理学Ⅰ）

47

88

動物形態機能学Ⅰ（解剖学・組織学Ⅰ）

病理学

6

1

5

5

6

34

43

卒業論文

専門ゼミ

　私の教育理念・目標は、人と動物の共生社会における“健康や食のバイオサイエンス”に貢献できる

エキスパートの育成である。経済産業省からは、「職場や地域社会で多様な人々と仕事をしていくた

めに必要な基礎的な力」として、3 つの能力（アクション、シンキング、チームワーク）からなる

「社会人基礎力」が提唱されている。これに併せて、9 割以上の企業が採用時に学生の社会人基礎力

を重視している。これらの 3 つの能力が「社会人基礎力」として強調されるのは、今の大学生は、こ

れらの力が弱い、あるいは欠けている者が少なからずいるからと理解できる。そのような中で、私の

担当する初年次の専門科目教育から卒業論文履修に至る課程において、科学的根拠に基づいた客観的

な情報の理解力、問題点を見出して主体的に解決する基礎学力と実践的能力を身に着けられる学生の

育成に努めている。

食品生命科学科

食品生命科学科

食品生命科学科

卒業論文

卒業論文

解剖組織学

2024年4月～2027年3月

2024年4月～2027年3月

獣医保健看護学科

2024年2月

2024年2月

食品生命科学科

臨床検査技術学科解剖学･同実習

78

78

獣医保健看護学科

獣医保健看護学科

食品開発PBL実習

動物看護学概論

47食品生命科学科

食品生命科学科

生理学

生理学実習

動物形態機能学・臨床検査学実習Ⅰ

77

受講者数(単位:人)



３．教育の方法 対象期間： 更新年月：

（１）アクティブ・ラーニングについての取組 有

2024年2月

「バーチャルスライドシステム（バーチャル顕微鏡）」を導入しており、学生の疑問・質問

からつくるアクティブラーニング授業を心掛けている。バーチャルスライド実習において

は、学習者は疑問とする組織所見をモニター画面に表示しやすくなり、教員の側では質問対

象の組織所見を的確に捉えたうえで説明することが容易となっている。さらに、モニター画

面上で同時に複数の組織所見を比較することにより、質問者の理解を促すことも可能となっ

ている。実際の実習風景として、複数の学習者と教員がモニター画面を囲んで討議する状況

が多く見られるようになった。

2024年4月～2027年3月

　私の教育理念を実現するためには、学生が「ロジカル・シンキング」を身につけることだと考えて

いる。中でも、授業中に私が意識しているのが、「なぜ」を追求させることである。「なぜ」を追求

することにより、物事を論理的に考えることに繋がると考えている。これを踏まえて、私の教育法と

しては、①教科書は指定せずに自分に必要な情報の発見・収集力を養わせる、②授業内容をノートに

記述（暗記）させるのではなく、頭の中で理解させる、③定期試験は記述式として主題内容は予め周

知する、④実習においては、授業中に全員に声をかけ個人/集団の考えを問うことを重視している。

このような授業法を行うなかで、学生に対しては、論理的な思考能力/文章の書き方/プレゼンテー

ションスキルを習得させ、能動的に学ぶ習慣や学ぶ楽しさを感じながら、しなやかな集団主義と個人

主義を意識させている。



（２）ICTの教育活用 有

対象期間： 更新年月：

（１）教育（授業及び実習等）の創意工夫 A

2024年4月～2027年3月 2025年2月

４．教育の方法の改善・向上を図る取組

学生からの「授業評価アンケート」の結果（特に自由記述コメント）を受け止め、科目の特

性と学生の評価・意見・理解度を踏まえて授業方法を創意工夫している。複数の学科の授業

を担当しており、各学生の習熟度を把握することが難しくその対応に苦慮している。また、

本学FD講演会に積極的に参加することで、よりよい授業が展開できるように、授業改善に

取り組んでいる。

動物形態機能学・臨床検査学実習（1N）と生理学実習（1F）においては、平成28年度・教

育改善プログラムとして採択された「バーチャルスライド導入による組織・病理学実習のイ

ノベーション」に基づき、組織標本の顕微鏡観察からバーチャルスライドシステムへの転

換・更新作業を継続している。レポート・演習課題をすべてLMSに公開し、課題提出もデジ

タル情報として提出させた。学生の授業評価においても、ほとんどの学生がバーチャルスラ

イドシステムを学習に有効と評価している。

全ての講義科目において、毎授業後にLMSに練習問題（5択、解説付き）を公開し、習得し

た知識を踏まえて設問に取り組み、問題文を読んで自ら方針を決定し、解答を論理的に展開

し結論に導くという一連のプロセス経験を積めるように整備し、問題も常に更新をしてい

る。特に今年度の遠隔授業を主体とした授業では、学生の理解度を把握する上で小テスト機

能は便利であった。

獣医保健看護学科と臨床検査技術学科では、解剖学がその後の専門科目の基礎ともなる不可

欠な分野となっている。今年度は、HAB社の「デジタルアナトミーWeb（動物）」VISIBLE

BODY社の「ヒューマン・アナトミーアトラス」を導入し、解剖モデルを3Dで見ることがで

きるARアプリを利用した授業（レポート課題を含む）を実施した。このアプリは、学内に

とどまらず、自宅からのアクセスも可能であり、遠隔授業における解剖学授業に有用なもの

となっている。



（２）学生の理解度の把握 A

（３）学生の自学自習を促す工夫 A

（４）学生とのコミュニケーション A

（５）双方向授業への工夫 A

学生の成績上位層と成績下位層の学力の差が大きい。成績上位学生らは「練習量指向/意味

理解指向/思考過程重視指向」が高く、成績下位層の学生らは「丸暗記指向/結果重視指向」

が高い傾向が見受けられた。そこで、まずは、学生の自学自習を促すための工夫として、成

績下位層の学生を対象とした練習問題（授業内容の復習→暗記、点数化→結果重視）の充実

化を図った。成績上位層の学生を対象とした自学自習課題については、身近なテーマを選

び意味理解と思考過程に重点を置いた課題を設定した。

小テストやレポート課題を充実させ、質問対応や双方向授業の実施、ブレイクアウトセッ

ション機能を用いたグループ学習機会の提供に取り組むことで学生の疑問解決や理解度の把

握に努めた。

学生とのコミュニケーションの取り組みとして、講義・自習において質問・発言を促し授業

に活かす工夫をしている。質問や発言をするということは授業に参加し、それゆえに授業に

貢献することなのだという意識を学生にもたせることを目指している。

双方向授業の工夫としては、学生と教員のコミュニケーションが取れ、学生の主体的・能動

的な授業への参加が促されることが重要である。特に実習科目については、授業の最初に問

題を提起（議論を行うためのたたき台として疑問を投じる）し、学生と教員がその問題を共

有しその問題に対する答えを一緒に考えることを実践している。



対象期間： 更新年月：

（１）授業評価アンケート結果の授業への反映

（２）（１）の結果による改善・向上の具体的な成果又は課題

（３）（２）を踏まえた次年度の取組

対象期間： 更新年月：

（１）現在までの学生の成績向上に資する取組及びその成果並びに今後予定している取組

2024年4月～2027年3月 2025年2月

2025年2月

授業評価の自由コメント欄の記載内容を重視し、必要であればどのような要望があったかを

授業で発表し改善点を説明している。また、自由コメント欄への記載を促すために、授業評

価実施時に自由コメント欄に記載してほしい内容を具体的に提示した。

学生に対して「授業を再現する」ノート作りを提案する。また、タブレットPCを活用した

授業づくりにおいては、① 教材提示、② 個別習熟度学習・繰り返し学習、③ 情報収集、④

観察・記録活動、⑤ 思考学習、⑥ 表現・制作活動、⑦ プレゼン、⑧ 協働作業に適したアプ

リ選択と試用を重ね、毎授業ごとの成果を学科教員間で共有できるシステム構築を目指す。

６．学生の学修成果向上を図る取組

コメント欄に記載してほしい内容を具体的に提示することにより、多くの学生が授業に対す

る評価・意見・要望を記述してくれるようになった。また、コメント欄への記述を学生に要

望することで、授業評価の回収率が改善された。

2024年4月～2027年3月

５．学生の授業評価アンケート結果に基づく改善・向上の取組

授業評価システムでは、学生の意見・要望をリアルタイムで授業に反映させることが難し

い。毎授業ごとの評価をアンケート方式で実施するなどの工夫に取り組んでみたい。



対象期間： 更新年月：

対象期間： 更新年月：

９．ティーチング・ポートフォリオを作成する際に活用した根拠資料

対象期間： 更新年月：

TP リフレクションシート、シラバス、小テスト、レポート課題、授業教材、FD プログ

ラムの参加記録、授業評価データ、授業に関するコメント（授業評価の自由記述やメール

のやりとり等）

2024年4月～2027年3月 2024年2月

授業の遅刻・欠席者の減少（3年病理学は月曜日１限目ということもあり、これまでは遅

刻・欠席者が多かった）

学生による授業評価アンケートの自由記述欄のコメント数を維持

（２）（１）の取組を通じて改善・向上が図られた学生の学修成果並びに当該取組

　　に対して得られた学生及び第三者からの評価又はフィードバック

　本学部の自習室は十分に確保されているが、ラーニングコモンズは設置されていない。

可能であればラーニングコモンズの活用を目指し、学生同士が授業時間外に検討・議論し、

資料収集やデータ解析などを行う授業機会を増やす。

2024年4月～2027年3月 2024年2月

2024年4月～2027年3月８．今後の目標

大学主催の FD 活動に積極的に参加し、より良い授業展開に役立てた。

2024年2月

７．指導力向上のための取組（FD研修参加等）




